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主な質疑内容

  総 務 部

　防犯カメラの設置に関する方針は。
　監視社会の助長防止、市民のプライバシー保

護、犯罪の再発が懸念される場所の優先、見守

り隊などの活動を重視して人の目の届く場所は

避ける、といった点に留意し、管内警察署と協

議して設置していく。

  総合政策部

　アーバンデザインセンター坂井を全市にどの

ように広げていくのか。

　旧町単位で地域課題を明確にして、その解決

に向けてアーバンデザインセンター坂井が参入

していく形が望ましい。

  財 務 部

　本庁舎周辺整備に係る道路改修の進捗状況は。
　市道下新庄２号線の拡幅工事と市道下新庄４

号線の用水路改良工事は、令和３年度発注分が

工事中、下新庄区内の農道整備測量設計業務は

12月中の発注を予定しており、いずれも令和

３年度中に完成する予定である。

請　　　願

※意見陳述者を招致し説明を受け審査

＜主な意見＞

〇現在の条例では請求しにくい状況であるため、

何人も請求できるように改正すべきである。

○市外者から請求があった場合にも情報公開は

行っており、現行の条例規定に問題はない。

※意見陳述者を招致し説明を受け審査

＜主な意見＞

○現行の規程に問題はないため、あえて条例化

する必要はない。

〇規程などを今後ホームページで公開する予定

であることは一歩前進している。

※意見陳述者を招致し説明を受け審査

＜主な意見＞

○拉致問題について、反対の人がいるというふう

にはあまり思われない。

〇これまでにも拉致問題の早期解決を求める意見

書の提出を本市議会は行っており、積極的に関

わってきている。

〇平成30年には拉致問題の早期解決を願う大会

も行っており、今更あえて宣言する必要はない

のではないか。

務 常 任 委 員 会 報 告

▲ 平成30年に行われた「拉致・特定失踪者問題の早期解決を願う福井県
　 集会」の様子（春江西コミュニティセンター）

坂井市情報公開条例の改正
を求める請願

不採択請願第３号

拉致問題を風化させないた
めの決議を求める請願

不採択請願第５号

坂井市公文書管理条例の制
定及び訓令・規定等の公開
を求める請願

不採択請願第４号

なんぴと

2常任委員会報告

主な質疑内容

  三国病院

　県が予定しているPCR等検査無料化事業の
実施事業者に応募する予定は。
　現在のところ応募する予定はないが、今後の

感染状況により検討する。

  教育委員会

　市文化財保存活用計画策定にあたり、観光交

流課との連携は図られているのか。

　計画作成の２年目から、観光交流課、都市計

画課、企画政策課など関係部署と情報を共有し

反映している。今後も計画の方針、目標を庁内

で認識し、互いに連携を図りながら取り組みを

進めていく。

　コロナ禍の影響で、全国的に不登校が増えて

いるが、本市の状況や児童・生徒への取り組み

はどうか。

　不登校の原因は一人一人さまざまで、コロナ

禍による影響と明らかに判断できる例はない

が、前年同期より微増している。各学校に対し

ては一人一人に応じた丁寧な支援を指導し、学

校が楽しいと思えるような魅力ある学校づくり

を進めている。

  生活環境部

　丸岡総合福祉保健センター（霞の郷温泉）に

おける回数券の見直しは。

　　回数券の金額は3,500円のままであり、見直

しについては考えていない。

　老朽空き家のごみ処理への補助はできない

か。

　　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の趣

旨から、老朽空き家のごみ処理に対する補助は

難しいと考える。

  健康福祉部

　18歳以下の子どもに10万円の給付が予定さ

れているが、本市の給付方法は。

　　対象者に少しでも早く届けることができ、ど

この店でも使うことができることから現金給付

が良いと考える。今後、国の動向を注視しなが

ら判断する。

　子宮頚がんワクチンの推奨が令和４年４月

から再開されるが、今後の取り組みは。

　　接種対象年齢である小学６年生から高校１年

生の全員に情報提供の通知をする予定であり、

※キャッチアップ接種については国の方針が決

定次第速やかに対応していく。

　軽度認知障害血液検査の応募状況は。

　　認知症の早期発見、対応を目的に軽度認知障

害スクリーニング検査と予防教室を新たに実施

した。今回100人の定員で募集したところ、

258人の申し込みがあったため、今後は事業拡

大も検討する。

▲ 認知症予防教室（栄養講座）の様子

教 育 民 生 常 任 委 員 会 報 告

※キャッチアップ接種…HPVワクチンの積極的な勧奨の差し控えにより接種機会を逃した方への対応。
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市議会だより市議会だより
坂井坂井
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主な質疑内容

  建 設 部

　県単雪寒道路整備事業について、県道と市道
の交差点で、消雪によって大きな段差が生じる
ことがあるが、市は県に対してどのような対応
を求めるのか。
　県は国の交付金を活用して実施する予定と聞

いており、本市からは消雪設備の市道側への延

長を要望している。

　市道の街路樹維持管理の対策は。

　植樹してから数十年が経過して大木化してき

ており、年２回の路肩清掃、根上がり現象には

適宜対応しているが、維持管理費用も考慮しな

がら適正に管理していく。

　令和２年度の下水道の接続率は。

　坂井市全体で約93％の接続率となっており、

三国地区で約99％、丸岡地区では約87％、春

江地区で約96％、坂井地区で約90％である。

  産業政策部　　

　三国港市場朝市運営事業委託料400万円の

内容は。

　三国港市場落成式にあわせ、朝市などのオー

プニングイベントを計画しており、その事前準

備や当日運営経費、広告宣伝費である。

　観光事務事業の映画「おしょりん」の製作負

担金700万円の根拠は。

　この映画のロケは令和４年の３月から約１カ

月の予定で、本市のロケ地の数が多くなると聞

いており、以前撮影された「旅の贈り物」の負

担金を参考にした。

　坂井市アンテナショップが令和４年２月末に

営業終了となる根拠と今後の展望は。

　空調設備の老朽化や、店舗面積が８坪と手狭

であり、本市の情報発信機能を果たすには不十

分である。今後は北陸新幹線開業を見据え、機

能を拡充した形での移転先を検討していく。

　本市の鳥獣害対策の現況は。

　令和３年11月末現在の捕獲数は、カラスな

どの鳥類で405羽、ハクビシン、アライグマの

中獣類で53頭、イノシシで８頭の状況となっ

ており、今後は市民への啓発活動や鷹匠などの

連携による捕獲を予定している。

請　　　願

※意見陳述者を招致し説明を受け審査

＜主な意見＞

○コロナ禍において稲作農家だけへの支援という

内容には賛成できない。

〇県や市の中小企業等事業継続支援金や水田リノ

ベーション事業などの救済措置があることか

ら、市独自で支援することは難しい。

▲ 委員会の管内視察の様子（三国港市場）

産 業 建 設 常 任 委 員 会 報 告

政府の新型コロナ禍での米価格
暴落対策が皆無の中、自治体独
自の稲作農家への直接支援策を
求める意見書提出について

不採択請願第７号

問

答

問

問

答

答

問

問

問

問

答

答

答

答

4常任委員会報告

議案番号 件　　　　　名

令和２年度坂井市一般会計歳入歳出決算の認
定について

令和２年度坂井市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定について

令和２年度坂井市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定について

令和２年度坂井市水道事業会計決算の認定に
ついて

令和２年度坂井市公共下水道事業会計決算の
認定について

令和２年度坂井市農業集落排水事業会計決算
の認定について

令和２年度坂井市病院事業会計決算の認定に
ついて

令和３年度坂井市国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）

令和３年度坂井市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第１号）

令和３年度坂井市水道事業会計補正予算（第
１号）

令和３年度坂井市公共下水道事業会計補正予
算（第１号）

指定管理者の指定（アーバンデザインセン
ター坂井）について

坂井市職員の特殊勤務手当に関する条例の一
部を改正する条例について

坂井市国民健康保険条例の一部を改正する条
例について

坂井市公文書管理条例の制定及び訓令・規定
等の公開を求める請願

拉致問題を風化させないための決議を求める
請願

坂井市議会がより開かれた議会となることを
求める請願

政府の新型コロナ禍での米価格暴落対策が皆
無の中自治体独自の稲作農家への直接支援策
を求める意見書提出について

土地の取得について

令和３年度坂井市一般会計補正予算（第６号）

令和３年度坂井市一般会計補正予算（第７号）

坂井市情報公開条例の改正を求める請願

★12月定例会に提出された議案と議決結果 

定 例 会 審 議 結 果
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　人
口
減
少
に
伴
う
世
帯
数
の
減
少
に

よ
っ
て
、
今
後
行
政
区
の
運
営
が
一
段

と
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
く
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
区
の
実
態
把
握
や
課

題
の
あ
ぶ
り
出
し
、
そ
の
解
決
策
を
導

き
出
す
た
め
に
、令
和
３
年
度
か
ら
「
集

落
カ
ル
テ
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
そ
の
進
捗
状
況
は
。

　７
月
か
ら
11
月
ま
で
に
24
地
区
の
区

長
を
訪
問
し
、
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

た
。　共

通
し
て
挙
げ
ら
れ
る
課
題
と
し

て
、
高
齢
世
帯
や
空
き
家
・
空
き
地
の

増
加
や
役
員
の
担
い
手
不
足
の
ほ
か
、

世
帯
数
が
減
少
し
て
区
所
有
の
財
産
維

持
が
難
し
く
な
っ
た
、
祭
り
や
子
ど
も

会
活
動
が
な
く
な
っ
た
、
近
所
の
商
店

が
廃
業
に
な
っ
た
こ
と
で
買
い
物
が
困

難
に
な
っ
た
と
い
う
声
を
聞
い
て
い
る
。

　こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
将
来
に

わ
た
り
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
支
援
策
を
研

究
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　児
童
生
徒
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使

用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
心
構
え
や
注
意

事
項
、
活
用
ガ
イ
ド
な
ど
を
明
文
化
し

て
指
導
し
て
い
る
か
。

　タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る
学
習
活
動

が
始
ま
る
前
の
令
和
３
年
１
月
に
、
情

報
モ
ラ
ル
や
健
康
面
へ
の
配
慮
な
ど
の

作
成
例
を
教
育
委
員
会
か
ら
提
示
し
、

そ
れ
を
基
に
各
学
校
で
ル
ー
ル
を
作
成

し
て
児
童
生
徒
に
周
知
し
て
い
る
。

辻　　人志

広瀬　潤一

　４
期
目
を
総
括
し
、
市
政
運
営
を
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
小
中
学

校
の
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
修
工
事
、

新
庁
舎
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備

の
ほ
か
、
ソ
フ
ト
面
で
は
子
育
て
環
境

の
整
備
や
福
祉
施
策
の
充
実
な
ど
に
取

り
組
み
、
特
に
大
き
な
問
題
も
な
く
市

政
運
営
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

　北
陸
新
幹
線
の
開
業
を
踏
ま
え
、
東

尋
坊
再
整
備
や
丸
岡
城
周
辺
整
備
な
ど

の
大
型
事
業
に
は
国
や
県
と
の
連
携
が

必
要
と
考
え
る
が
、
や
り
残
し
た
政
策

や
課
題
な
ど
は
何
か
。

　人
口
減
少
、
財
政
、
農
業
や
地
域
活

性
化
の
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

山
積
し
て
い
る
が
、
実
施
す
べ
き
大
型

事
業
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
関
係
機
関

と
連
携
し
、
着
実
な
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　本
市
の
発
展
の
た
め
、
引
き
続
き
市

政
運
営
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
市
民

の
声
が
あ
る
が
、
来
春
の
市
長
選
に
向

け
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る

の
か
。

　変
革
が
求
め
ら
れ
る
時
代
を
迎
え
、

本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
は
、

新
し
い
リ
ー
ダ
ー
に
託
す
べ
き
と
考

え
、
次
期
の
市
長
選
挙
に
は
出
馬
し
な

い
と
い
う
意
向
を
固
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。　市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
指
導
、
ご

支
援
に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
残

さ
れ
た
任
期
中
も
、
山
積
す
る
課
題
の

解
決
に
向
け
て
鋭
意
努
力
し
て
い
く
。

一
般
質
問

坂
本
市
長
の
政
治
姿
勢
を
尋
ね
る

小
規
模
な
行
政
区
に
市
の
支
援
を

▲ 令和３年３月に落成した坂井市役所新庁舎

▲ タブレット端末を用いた授業の様子

学
校
教
育
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
に
つ
い
て
は

慎
重
な
取
り
扱
い
を
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　合
併
時
の
出
生
数
は
８
２
２
人
、
コ

ロ
ナ
禍
の
令
和
２
年
は
５
３
７
人
で
あ

り
、
よ
り
一
層
の
子
育
て
支
援
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
対
応
は
。

　す
で
に
多
数
の
経
済
的
な
支
援
、
相

談
体
制
を
整
備
す
る
な
ど
、
で
き
る
だ

け
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
を
活
用
し
て
、

す
く
す
く
商
品
券
支
給
事
業
の
対
象
を

第
３
子
以
降
に
も
拡
充
し
て
は
。

　特
定
の
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
と
も

考
え
ら
れ
る
の
で
慎
重
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る
２

０
２
５
年
問
題
を
前
に
、
対
策
が
必
要

で
は
。

　令
和
２
年
度
に
高
齢
者
福
祉
計
画
を

策
定
し
て
お
り
、
認
知
症
予
防
や
介
護

予
防
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　在
宅
介
護
外
出
支
援
事
業
の
拡
充
と

し
て
、
介
護
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
使
え
る

タ
ク
シ
ー
券
の
枚
数
や
単
価
の
増
加
は

で
き
な
い
か
。

　助
成
の
使
用
状
況
を
見
る
と
介
護
タ

ク
シ
ー
が
多
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
今

後
、
検
証
を
進
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　餌
の
少
な
く
な
る
冬
に
こ
そ
鳥
獣
害

対
策
を
、
特
に
カ
ラ
ス
駆
除
を
市
民
の

協
力
も
得
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　令
和
３
年
度
に
は
、
園
芸
作
物
の
被

害
を
受
け
た
浜
四
郷
地
区
に
電
気
柵
を

９
・
８
㎞
設
置
し
、
丘
陵
地
に
お
い
て

も
防
鳥
ワ
イ
ヤ
ー
を
整
備
し
た
。

　行
政
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、

市
民
と
の
協
働
や
隣
接
の
市
町
と
連
携

し
て
取
り
組
み
た
い
。

山田　秀樹

川畑　孝治

　若
者
の
力
を
生
か
す
仕
組
み
づ
く
り

に
つ
い
て
伺
う
。

　ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ
さ
か
い
を
展

開
し
て
人
材
育
成
に
努
め
て
い
る
。

　ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
各
団
体
が

連
携
し
、
若
者
の
考
え
を
広
く
受
け
入

れ
、
活
動
の
参
加
意
欲
向
上
に
つ
な
が

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ
の
若
者
の
参

加
が
少
な
い
が
。

　ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
で
講
座

を
実
施
し
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　若
い
市
職
員
と
若
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

　現
在
、
若
い
市
職
員
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
研
究
す
る
組
織
は
な
い
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
メ
ン
バ
ー
が
集
う
ま
ち
づ

く
り
カ
レ
ッ
ジ
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　三
国
高
校
や
丸
岡
高
校
で
行
わ
れ
て

い
る
ふ
る
さ
と
学
習
を
、
卒
業
後
も
生

か
せ
る
方
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　学
習
で
関
わ
り
の
あ
っ
た
人
た
ち
と

の
ふ
れ
あ
い
が
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の

醸
成
に
つ
な
が
り
、
卒
業
後
も
ま
ち
づ

く
り
に
関
わ
り
続
け
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

　Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
行
政
へ
の
取
り
組
み
に
効

果
的
、
効
率
的
に
活
用
さ
れ
て

い
る
か
。

　若
者
の
身
近
な
情
報
入
手
の
手
段
と

し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
重
要
性
を
認
識
し
て
お

り
、
各
サ
ー
ビ
ス
で
の
情
報
発
信
に
努

め
る
。

　パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
を
若

い
世
代
に
利
用
し
て
も
ら
う
方
策
は
。

　手
法
自
体
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
可
能

性
が
あ
る
た
め
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、

制
度
自
体
の
説
明
や
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

▲ 三国高校ふるさと学習の様子

▲ 介護タクシーの利用の様子（三国病院）

若
者
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
す
仕
組
み
づ
く
り
を

よ
り
一
層
の
子
育
て
支
援
と

高
齢
者
対
策
を

冬
こ
そ
鳥
獣
害
対
策
を
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　北
陸
自
動
車
道
が
大
雪
に
よ
り
閉
鎖

さ
れ
る
と
き
、
滞
留
、
渋
滞
を
緩
和
す

る
た
め
の
関
係
機
関
と
の
連
携
は
。

　警
報
級
の
降
雪
が
見
込
ま
れ
る
場

合
、
国
、
県
の
関
係
機
関
が
福
井
県
冬

季
道
路
情
報
連
絡
室
を
設
置
し
、
本
市

は
連
絡
室
の
情
報
を
も
と
に
除
雪
体
制

を
強
化
し
、
道
路
交
通
の
確
保
に
努
め

る
。　国

道
８
号
沿
い
の
丸
岡
町
上
安
田
地

係
に
設
置
さ
れ
た
チ
ェ
ー
ン
脱
着
場
の

機
能
は
。

　予
防
的
通
行
規
制
な
ど
に
よ
る
集
中

除
雪
や
チ
ェ
ー
ン
規
制
を
す
る
場
合
に

開
放
さ
れ
、
車
両
滞
留
リ
ス
ク
の
低
減

を
図
る
。

　国
道
と
県
道
交
差
点
で
発
生
す
る
ス

タ
ッ
ク
に
よ
る
渋
滞
解
消
の
方
策
は
。

　県
、
市
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ

て
除
雪
状
況
の
把
握
に
努
め
、
道
路
管

理
者
間
で
情
報
を
共
有
し
、
個
別
箇
所

の
早
期
解
消
を
図
る
。

　県
道
の
融
雪
装
置
の
水
量
ア
ッ
プ
は

で
き
な
い
の
か
。

　水
量
を
ア
ッ
プ
す
る
と
地
下
水
の
水

位
が
低
下
し
、
周
辺
の
住
民
に
迷
惑
が

か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
消
雪
が
充
分
で
は
な
い
箇
所
に
つ

い
て
は
機
械
で
対
応
す
る
と
聞
い
て
い

る
。　旧

町
で
隣
接
し
て
い
る
団
地
を
一
つ

の
エ
リ
ア
と
し
て
除
雪
で
き
な
い
か
。

　委
託
業
者
を
適
切
に
配
備
し
て
対
応

し
た
い
。

　市
内
小
学
校
の
通
学
路
と
な
っ
て
い

る
歩
道
の
早
急
な
除
雪
対
応
を
。

　今
後
除
雪
車
を
増
や
す
こ
と
も
考
慮

し
、
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
。

戸板　　進

伊藤　聖一

　介
護
保
険
事
業
は
、
当
初
は
給
付

サ
ー
ビ
ス
の
均
一
化
を
主
た
る
目
的
と

し
て
い
た
が
、
改
正
を
重
ね
る
間
に
介

護
予
防
や
フ
レ
イ
ル
対
策
と
い
っ
た
保

健
事
業
と
の
連
携
な
ど
、
県
と
連
携
し

つ
つ
市
が
一
体
的
に
実
施
す
る
仕
組
み

を
目
指
す
よ
う
に
大
き
く
変
容
し
て
き

た
。　現

状
を
考
え
る
と
、
本
市
が
保
険
者

と
な
り
、
介
護
保
険
事
業
を
実
施
す
べ

き
時
期
が
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

広
域
連
合
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
考
え

は
あ
る
か
。

　介
護
保
険
制
度
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
平
成
18
年
度
か
ら
地
域
支
援
事
業

が
導
入
さ
れ
、
事
業
計
画
期
ご
と
に
地

域
支
援
事
業
の
内
容
が
拡
充
さ
れ
、
令

和
３
年
度
か
ら
は
包
括
的
な
支
援
体
制

構
築
の
制
度
化
を
受
け
て
、
本
市
は
県

内
で
初
め
て
の
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
を
導
入
し
た
。

　本
市
が
介
護
保
険
者
と
な
り
、
重
層

的
支
援
な
ど
独
自
の
福
祉
政
策
を
推
進

す
る
こ
と
は
、
事
業
効
果
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　一
方
、
認
定
調
査
や
認
定
審
査
な
ど

事
務
的
な
負
担
な
ど
に
つ
い
て
は
、
総

合
的
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

　広
域
連
合
で
は
、
介
護
保
険
事
業
以

外
に
も
坂
井
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
代

官
山
斎
苑
、
水
道
用
水
な
ど
の
業
務
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
な
ど
と
の

幅
広
い
検
証
お
よ
び
協
議
が
必
要
で
あ

り
、
十
分
な
時
間
を
か
け
て
前
向
き
に

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

▲ 通いの場での活動の様子

▲ 国道８号沿いにあるチェーン脱着場（丸岡町上安田地係）

坂
井
地
区
広
域
連
合
の

今
後
の
あ
り
方
は

大
雪
時
に
対
応
す
る

国
・
県
・
市
と
の
連
携
お
よ
び

市
の
除
雪
体
制
は
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　三
国
の
海
で
養
殖
場
は
で
き
な
い

か
。　嶺

北
地
方
で
は
海
上
へ
の
養
殖
施
設

の
設
置
は
困
難
で
あ
り
、
栽
培
漁
業
も

落
ち
込
む
中
、
地
元
漁
業
協
同
組
合
に

よ
る
バ
フ
ン
ウ
ニ
の
陸
上
養
殖
が
成
功

し
た
こ
と
を
受
け
、
寄
附
市
民
参
画
制

度
を
活
用
し
た
陸
上
養
殖
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
の
完
成
を
目

指
し
て
い
る
。

　観
光
客
や
地
元
の
人
な
ど
に
、
本
市

の
水
産
物
を
食
べ
て
も
ら
う
場
所
づ
く

り
は
考
え
て
な
い
か
。

　陸
上
養
殖
施
設
で
の
実
施
に
つ
い
て

は
関
係
事
業
者
と
協
議
し
て
い
き
た

い
。　病

院
で
実
施
し
て
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
内
容
は
。

　外
来
の
受
付
な
ど
を
受
託
し
て
い
る

ニ
チ
イ
学
館
が
実
施
し
た
も
の
で
あ

り
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
対
応
の
向
上
、
業

務
改
善
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　集
計
し
た
結
果
の
報
告
は
ま
だ
受
け

て
い
な
い
が
、
真
摯
に
対
応
し
た
い
。

　空
気
清
浄
機
の
設
置
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　全
て
の
診
察
室
に
設
置
し
て
い
る
。

　通
所
リ
ハ
ビ
リ
の
対
象
は
要
介
護
・

要
支
援
の
人
だ
け
と
聞
い
て
い
る
が
、

一
般
の
受
付
は
し
な
い
の
か
。

　介
護
保
険
事
業
で
あ
る
た
め
、
対
象

と
な
ら
な
い
。

　産
婦
人
科
医
の
増
員
の
考
え
は
。

　医
局
派
遣
の
依
頼
な
ど
、
医
師
の
確

保
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

渡辺　竜彦

近藤　哲行

　グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
本
市
の

子
ど
も
た
ち
が
国
際
的
に
活
躍
で
き
る

人
材
と
な
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

　英
語
教
育
の
充
実
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
工
夫
、
本

市
に
生
き
る
一
員
と
し
て
の
地
域
を
愛

す
る
心
と
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
を
育
て

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　急
速
に
進
む
高
度
情
報
化
社
会
に
対

応
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

　一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
整
備

と
、
教
職
員
の
意
識
改
革
、
指
導
力
向

上
を
行
い
、
高
度
情
報
化
社
会
へ
の
対

応
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　家
庭
環
境
や
地
域
社
会
が
大
き
く
変

化
し
て
い
く
中
、
規
範
意
識
や
人
間
関

係
を
築
く
力
を
高
め
る
教
育
は
。

　地
域
社
会
の
教
育
力
の
低
下

や
、
子
ど
も
た
ち
の
規
範
意
識

に
関
し
て
も
学
校
が
抱
え
る
課

題
は
複
雑
化
し
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　家
庭
教
育
支
援
事
業
へ
の
取

り
組
み
を
通
じ
て
家
庭
・
地
域
・

学
校
が
力
を
合
わ
せ
て
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
学
び
や
育
ち
へ
の
支
援
を

す
る
必
要
が
あ
る
。

　生
涯
学
習
の
充
実
を
図
る
た
め
に

も
、
社
会
教
育
と
地
域
づ
く
り
活
動
の

さ
ら
な
る
推
進
が
求
め
ら
れ
る
が
、
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

　小
中
学
生
の
と
き
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
を
通
じ
て
将
来
の
地
域
を
支
え
る

人
材
へ
と
成
長
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

わ
ん
ぱ
く
少
年
団
事
業
や
合
宿
通
学
事

業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

三
国
の
海
に
養
殖
場
を

三
国
病
院
の
改
革
を

▲ 坂井市教育振興基本計画の構成表

▲ 改革が求められる市立三国病院

第
二
次
坂
井
市
教
育
振
興
基
本
計
画

の
取
り
組
み
は
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　Ｊ
Ｒ
丸
岡
駅
の
駅
舎
に
カ
フ
ェ
、
高

校
生
の
自
習
ス
ペ
ー
ス
や
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、
坂
井
高
校
の
マ

ル
シ
ェ
の
開
催
な
ど
と
い
っ
た
市
独
自

の
有
人
化
を
行
っ
て
は
。

　並
行
在
来
線
の
新
会
社
へ
の
移
行
に

あ
た
り
、
駅
や
駅
周
辺
の
賑
わ
い
づ
く

り
を
重
視
し
て
お
り
、
提
言
は
有
効
な

利
用
促
進
策
で
あ
る
と
考
え
る
。

　今
後
、
関
係
機
関
と
の
協
議
や
地
元
・

各
種
団
体
の
意
見
集
約
を
行
う
な
ど
、

段
階
的
に
準
備
を
進
め
る
。

　相
談
支
援
の
実
施
体
制
と
相
談
状
況

は
。　市

独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
「
さ
か

ま
る
会
議
」
を
運
営
し
、
特
に
対
応
が

困
難
な
ケ
ー
ス
や
市
全
体
に
共
有
す
べ

き
事
案
を
持
ち
寄
り
、
福
祉
以
外
の
幅

広
い
分
野
の
職
種
も
参
加
し
て
支
援
の

方
向
性
な
ど
を
検
討
・
検
証
し
て
い
る
。

　過
去
２
年
間
で
33
の
ケ
ー
ス
を
取
り

扱
っ
て
お
り
、
経
済
的
困
窮
の
相
談
が

最
も
多
い
。

　地
域
づ
く
り
事
業
の
取
り
組
み
状
況

は
。

　社
会
福
祉
協
議
会
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
す
る
こ

と
で
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り

施
策
と
連
携
し
て
い
る
。

　事
業
全
体
の
推
進
・
進
捗
管
理
体
制

は
。　事

業
全
体
の
推
進
や
進
捗
管
理
な
ど

を
目
的
と
し
た
坂
井
市
地
域
共
生
社
会

推
進
会
議
を
設
置
し
て
お
り
、
今
後
は

こ
の
会
議
の
提
言
な
ど
を
踏
ま
え
、
地

域
共
生
社
会
の
理
念
に
基
づ
く
具
体
的

な
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

上坂　健司

畑野麻美子

　坂
井
地
区
広
域
連
合
の
介
護
保
険
業

務
は
構
成
市
で
行
う
よ
う
に
、
業
務
の

見
直
し
を
協
議
・
検
討
し
て
は
。

　包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
を
見
据

え
た
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
導

入
な
ど
、
本
市
独
自
の
福
祉
政
策
を
進

め
て
お
り
、
業
務
の
あ
り
方
を
見
直
す

時
期
が
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　今
後
は
、
市
の
裁
量
で
介
護
保
険
事

業
を
一
体
的
に
実
施
し
て
い
く
と
い
う

是
非
も
含
め
、
広
域
連
合
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
関
係
機
関
で
の
協
議
・
検
討

が
必
要
で
あ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
医
療
費
無
料
対
象
者
は
窓

口
無
料
に
す
べ
き
で
は
。

　給
付
方
式
の
変
更
は
、
市
町
単
独
で

の
実
施
は
現
実
的
で
は
な
く
、
県
内
で

あ
る
程
度
統
一
さ
れ
た
ル
ー
ル
内
で
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　エ
コ
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
、
家

庭
用
生
ご
み
コ
ン
ポ
ス
ト
の
補
助
を
。

　国
の
こ
ど
も
み
ら
い
住
宅
支
援
事
業

（
案
）
で
は
、
省
エ
ネ
性
能
を
有
す
る

住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
を
図
っ
て
お

り
、
国
、
県
の
動
向
や
制
度
趣
旨
を
調

査
研
究
し
て
適
切
に
対
応
し
、
制
度
の

周
知
を
図
る
。

　コ
ン
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
市
民
が

取
り
組
み
や
す
い
大
き
さ
や
種
類
の
調

査
を
行
っ
て
お
り
、
補
助
制
度
の
有
効

性
も
含
め
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

介
護
保
険
の
業
務
を
見
直
し
、

あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
を

「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」

市
民
運
動
推
進
に
お
け
る
取
り
組
み
を

▲ 石川県小松市でのコンポスト補助の取り組み

▲ 並行在来線準備会社の坂井地区説明会の様子
　（東十郷コミュニティセンター）

丸
岡
駅
を
拠
点
と
し
た
地
域
活
性
化
を

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進
を

ひ
と
り
親
医
療
費
、

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
な
ど
は

窓
口
無
料
に
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▲ 里親の相談窓口「福さと」
　（福井県総合福祉相談所内）

　空
き
家
が
増
加
す
る
要
因
と
対
策

は
。　相

続
問
題
が
原
因
と
な
る
こ
と
が
多

く
、
平
成
30
年
総
務
省
調
査
で
は
市
内

の
単
身
高
齢
世
帯
は
２
，
４
４
０
戸
、
夫

婦
の
高
齢
世
帯
は
３
，
６
７
０
戸
あ
り
、

将
来
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　空
き
家
の
再
利
用
な
ど
の
補
助
を
拡

大
し
て
き
た
が
、
令
和
４
年
度
中
に
実

態
調
査
を
し
、
次
の
計
画
を
立
て
た
い
。

　空
き
家
化
予
防
を
目
的
と
し
た
施
策

の
強
化
を
。

　一
戸
建
て
住
宅
の
建
て
替
え
助
成
、

空
き
家
管
理
代
行
サ
ー
ビ
ス
経
費
の
助

成
を
新
た
に
行
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
相
続
で
誰
も
が
空
き
家
の
所

有
者
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
啓

発
、
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
広
報
活
動
や

体
験
発
表
会
な
ど
が
で
き
な
い
か
。

　民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
対
象
に
し

た
説
明
会
で
は
非
常
に
関
心
を
集
め

た
。

　県
は
令
和
３
年
度
に
里
親
養
育
包
括

支
援
事
業
を
開
始
し
、
相
談
窓
口
の
開

設
や
、
各
市
町
で
の
出
前
講
座
な
ど
を

積
極
的
に
行
う
と
し
て
お
り
、
体
験
発

表
会
な
ど
を
協
力
し
な
が
ら
進
め
た

い
。　子

育
て
短
期
支
援
事
業
の
委
託
先
を

里
親
に
で
き
な
い
か
。

　緊
急
的
に
利
用
す
る
保
護
者
が
多

く
、
里
親
の
場
合
は
事
前
に
子
ど
も
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
必
要
と
な
り
、
難
し

い
と
考
え
る
が
、
法
律
の
改
正
に
よ
り

里
親
へ
の
委
託
が
可
能
と
な
っ
た
た

め
、
今
後
身
近
で
預
か
る
こ
と
の
で
き

る
場
所
と
し
て
必
要
と
考
え
て
い
る
。

後藤　寿和

前川　　徹

　シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
事
業
が
総
合
政
策

部
か
ら
産
業
政
策
部
に
事
務
移
管
し
た

こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
。

　従
来
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
事
業
に
加

え
、
観
光
や
産
業
の
視
点
も
取
り
込
ん

で
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
多
角
的
に

実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　今
後
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
総
合
的

な
企
画
や
戦
略
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

　本
市
の
魅
力
は
、
産
業
の
み
な
ら
ず

子
育
て
環
境
の
充
実
や
恵
ま
れ
た
自

然
、
地
域
の
伝
統
や
文
化
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
、
全
庁
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
事
業
で
あ
る
の
で
、
連
携
を
図

り
な
が
ら
戦
略
的
に
推
進
し
て
い
く
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
１
年
延
期
に
な
っ

た
音
楽
フ
ェ
ス
は
予
定
ど
お
り
開
催
さ

れ
る
の
か
。

　令
和
４
年
度
の
開
催
に
向
け
て
協
議

を
重
ね
て
き
た
が
、
延
期
を
決
定
し
た
。

今
後
は
令
和
５
年
度
で
の
開
催
を
目
指

し
て
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

　音
楽
フ
ェ
ス
を
開
催
し
た
と
き
の
経

済
効
果
は
ど
の
よ
う
に
試
算
し
て
い
る

の
か
。

　チ
ケ
ッ
ト
代
、
交
通
費
、
飲
食
費
、

宿
泊
料
な
ど
の
概
算
で
は
、
入
場
者
が

５
千
人
の
場
合
で
約
３
億
２
千
万
円
、

１
万
人
の
場
合
で
約
５
億
円
を
見
込
ん

で
い
る
。

　同
時
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
は
企
画
し
て

い
る
の
か
。

　特
産
品
の
販
売
、
地
元
食
材
の
飲
食

ブ
ー
ス
の
出
展
を
企
画
し
て
お
り
、
今

後
、
戦
略
的
に
お
も
て
な
し
を
し
て
い

く
こ
と
で
、
魅
力
発
信
に
つ
な
が
る
企

画
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

空
き
家
の
増
加
を
抑
制
す
る
た
め
に

▲ 音楽フェスの開催を予定している芝政ワールド

坂
井
市
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
推
進
を

里
親
制
度
や
特
別
養
子
縁
組
制
度
の

普
及
啓
発
を
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　燃
料
の
価
格
高
騰
に
よ
る
市
内
産

業
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
は
。

　運
送
業
の
ほ
か
、
製
造
業
、
漁
業
、

農
業
な
ど
で
も
価
格
の
上
昇
に
よ
る
影

響
が
出
て
お
り
、
市
民
生
活
に
お
い
て

も
家
計
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
特
に
低
所

得
者
へ
の
影
響
が
大
き
い
。

　生
活
困
窮
者
の
灯
油
購
入
費
に
対
す

る
助
成
を
。

　生
活
困
窮
世
帯
を
対
象
と
し
た
灯
油

購
入
費
の
助
成
を
準
備
し
て
い
る
。

　超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
今
、
認

知
症
対
策
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　難
聴
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

の
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
そ
の
対
策
は

認
知
症
予
防
に
有
効
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
補
聴
器
へ
の
助
成
を
求
め
る
。

　今
後
、
高
齢
者
の
補
聴
器
利
用
の
現

状
把
握
や
課
題
整
理
な
ど
を
し
な
が

ら
、
十
分
検
討
す
る
。

　情
報
公
開
制
度
は
国
民
の
政
治
参

加
、
民
主
的
行
政
運
営
に
と
っ
て
重
要

で
あ
る
た
め
、
何
人
か
ら
の
請
求
で

あ
っ
て
も
公
開
さ
れ
る
べ
き
と
考
え

る
。　請

求
で
き
る
者
に
条
件
を
付
け
ず
、

何
人
も
請
求
が
で
き
る
よ
う
に
、
坂
井

市
情
報
公
開
条
例
第
５
条
を
改
正
す
べ

き
で
は
。

　条
例
第
30
条
に
公
文
書
の
任
意
的
開

示
の
努
力
義
務
を
規
定
し
て
お
り
、
請

求
権
者
以
外
か
ら
の
請
求
に
対
し
て
も

規
定
に
基
づ
き
開
示
し
て
い
る
た
め
、

条
例
の
改
正
は
考
え
て
い
な
い
。

松本　　朗

三宅小百合

　こ
れ
ま
で
本
市
が
行
っ
て
き
た
終
活

支
援
の
取
り
組
み
は
。

　厚
生
労
働
省
が
進
め
て
い
る｢

人
生

会
議｣

の
普
及
啓
発
を
、
老
人
ク
ラ
ブ

や
高
齢
者
サ
ロ
ン
で
令
和
２
年
に
４

回
、
令
和
３
年
９
月
末
時
点
で
３
回

行
っ
た
。

　ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
図
書
館
や
成
人

大
学
に
お
い
て
も
、
終
活
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
る
講
義
を
実
施
し
て
い
る
。

　命
の
大
切
さ
を
見
直
す
き
っ
か
け
と

な
る
前
向
き
な
未
来
計
画
ノ
ー
ト
、
幸

せ
な
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
と
な
る
坂
井
市

版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
作
成
し
て

は
ど
う
か
。

　現
在
、
作
成
は
考
え
て
い
な
い
が
、

終
活
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
自
分
が
ど
の

よ
う
な
最
期
を
迎
え
た
い
か

な
ど
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、

自
分
の
意
志
を
生
前
に
身
近

な
家
族
に
残
す
も
の
で
あ

り
、
安
心
し
て
最
期
を
迎
え

る
準
備
と
し
て
大
切
な
も
の

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　市
販
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
活
用
し
、
出
前
講

座
や
生
涯
学
習
に
取
り
入
れ
て
い
く
予

定
を
し
て
い
る
。

　今
後
の
終
活
支
援
の
取
り
組
み
は
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　県
が
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
作
成

準
備
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、

そ
の
内
容
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
効

果
的
な
活
用
を
検
討
す
る
。

　こ
の
地
域
で
は
ま
だ
マ
イ
ナ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
、
少
し
で
も
プ
ラ

ス
の
イ
メ
ー
ジ
に
変
わ
る
よ
う
な
周
知

を
し
た
上
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
も
考
え
て

い
き
た
い
。

認
知
症
対
策
と
し
て
補
聴
器
助
成
を

燃
料
高
騰
対
策
と
し
て
福
祉
灯
油
を

▲ 補聴器とリモコン

▲ 島根県江津市の未来ノート
　 (エンディングノート)

坂
井
市
版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
で

幸
せ
な
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を

情
報
公
開
請
求
は
何
人
も
対
象
に

な
ん 

ぴ
と

■問■答■問■答■問■答■問

■答

■問■答■問■答

■問■答

12一般質問［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］

　本
市
の
令
和
２
年
度
の
社
会
動
態
に

お
け
る
増
減
数
は
１
１
４
人
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し

て
い
る
の
か
。

　令
和
元
年
度
は
２
０
６
人
の
減
少
で

数
字
上
は
改
善
し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
が
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い

る
。　令

和
３
年
度
の
坂
井
市
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
の
申
請
状
況

お
よ
び
分
析
状
況
は
。

　令
和
３
年
度
は
16
件
で
、
実
績
を
分

析
す
る
と
、
北
陸
、
中
京
、
関
西
圏
の

大
学
出
身
者
の
割
合
が
多
い
状
況
で
あ

る
。　県

外
居
住
学
生
対
象
の
「
坂
井
市
ふ

る
さ
と
仕
送
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実

績
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　令
和
３
年
度
か
ら
県
外
に

進
学
し
た
高
校
生
に
も
対
象

を
拡
充
し
、
９
９
６
件
の
申

請
が
あ
っ
た
。

　今
後
、
奨
学
金
返
還
支
援

や
移
住
定
住
情
報
な
ど
本
市

の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

　若
い
世
代
や
子
育
て
世
代
へ
の
さ
ら

な
る
支
援
策
が
必
要
と
考
え
る
が
所
見

は
。　令

和
２
年
度
の
出
生
数
は
５
３
７
人

で
過
去
最
少
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
第
１
子
向
け
の
支
援
が
必
要
と
考

え
る
。

　県
と
連
携
し
、
本
市
の
情
報
発
信
や

移
住
定
住
戦
略
を
推
進
し
て
は
ど
う

か
。　県

が
東
京
な
ど
都
市
圏
に
開
設
し
て

い
る
都
市
事
務
所
と
連
携
を
深
め
、
移

住
定
住
施
策
の
新
た
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

永井　純一

川端　精治

　坂
井
市
手
話
言
語
条
例
の
制
定
後
の

取
り
組
み
は
。

　ろ
う
者
の
職
員
を
社
会
福
祉
課
に
配

置
し
、
手
話
通
訳
士
の
職
員
と
と
も
に
、

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
対
応
や

支
援
の
実
施
、
ビ
デ
オ
会
議
を
用
い
た

手
話
に
よ
る
相
談
窓
口
の
開
設
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　当
事
者
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
も

の
に
な
っ
て
い
る
か
。

　手
話
通
訳
の
派
遣
事
業
に
つ
い
て

は
、
医
療
機
関
で
の
利
用
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
が
、
令
和
２
年
度
は
76
件
、

令
和
３
年
度
11
月
時
点
で
１
１
１
件
と

利
用
が
増
え
て
お
り
、
当
事
者
か
ら
は

評
価
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　今
後
、
柔
軟
な
利
用
受
付
を
行
い
な

が
ら
、
ろ
う
者
の
社
会
参
加
に
寄
与
で

き
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
に
し
た
い
。

　重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を
令
和

３
年
４
月
か
ら
開
始
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
で
感
じ
ら
れ
た
意
義
と

課
題
、
今
後
必
要
と
す
る
取
り
組
み
は
。

　地
域
住
民
の
複
雑
化
・
複
合
化
し
た

支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
包
括
的
な
支

援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
相
談
支
援
、

参
加
支
援
、
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支

援
を
一
体
的
に
実
施
す
る
事
業
で
あ

り
、
課
題
は
よ
り
多
く
の
市
民
参
画
に

つ
な
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

　ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
が

増
え
る
こ
と
で
地
域
福
祉
の
土
台
と
な

る
つ
な
が
り
を
豊
か
に
し
、
健
康
増
進

に
も
つ
な
が
る
た
め
、
今
後
は
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
な
ど
と
の
連
携
・
協
働
を

強
く
進
め
る
。

誰
も
が
希
望
を
持
て
る
坂
井
市
に

▲ 重層的支援整備事業の担当課となる福祉総務課

坂
井
市
独
自
の
移
住
定
住
戦
略
を

▲ 令和３年度坂井市ＵＩＪターン奨学金
　 返還支援事業のチラシ
　（令和３年度の募集は終了しています）

共
生
社
会
の
実
現
を

■問■答■問■答■問■答

■問■答■問■答

■問■答■問■答■問■答
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13 一般質問

市議会だより市議会だより
坂井坂井

［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］



決算特別委員会報告

　　　　　　　　　

　　歳入合計　581億4,885万3,340円
　　歳出合計　566億5,427万2,345円
　実質収支①は12億8,578万円の黒字となった。

　財政力指数②は0.65で前年度とほぼ同じであり、経

常収支比率③は91.1％で、前年度に比べ0.3ポイント上

昇している。

　今後もさらなる自主財源④の確保に努め、経費の縮

減や事業の効果、検証を強固に行い、将来を見据えた

財政運営に取り組むとともに、広く本市の魅力を国内

外に発信し、インバウンド事業の推進や企業誘致の促

進をしていくことが必要である。

　○国民健康保険特別会計
　　歳入合計　80億8,522万3,495円
　　歳出合計　77億2,033万5,834円
　実質収支は３億6,488万円、実質単年度収支⑤は

6,896万７千円の黒字となった。

　一般会計からの繰入金は５億1,213万円あり、今後も

医療費が増え続けることを念頭に、より一層のレセプト

点検の強化や、さらなるジェネリック医薬品の普及促進

策を図り、適切な事業運営に取り組む必要がある。

　○後期高齢者医療特別会計
　　歳入合計　11億57万4,023円
　　歳出合計　10億9,984万8,485円
　実質収支は72万５千円の黒字、実質単年度収支は71

万５千円の赤字となった。

　不納欠損額については１万６千円と、前年度から一

定の改善が見られるが、今後とも収納率の向上を図る

とともに、事業の安定的な運営に取り組む必要がある。

○水道事業会計
　1,121万１千円の当年度純利益となったが、新型コ

ロナウイルス感染症の影響による在宅時間の増加に伴

う水道使用量の増加や、大雪での融雪水の増加による

ものである。今後、サービスの一層の向上と経営の効

率化により、営業収益の安定的な確保に取り組む必要

がある。

○公共下水道事業会計
　2,253万円の当年度純損失となった。今後ますます

の経営の効率化、健全化を図り、より一層能率的経営

を行い徹底した経費の削減を図っていく必要がある。

○農業集落排水事業会計
　151万９千円の当年度純損失となった。引き続き維

持管理コストの縮減を図るなど、より一層の業務効率

化に取り組んでいく必要がある。

○病院事業会計
　当年度純利益は１億4,919万８千円となった。三国

病院新改革プランによる入院収益の向上、新型コロナ

病床設置にかかる補助などもあり、黒字に転じた。今

後も病院改革の方向性を堅持し、市民病院として地域

に根差した質の高い医療提供に努めていく必要がある。

令和２年度決算を認定しました
　本委員会では、令和２年度の坂井市一般会計、特別会計および企業会計の計７会計について、10月１日から
11月４日にかけて５回にわたり、事業が目的に従って適正かつ効率的に執行されたか、また、今後どのよう
な改善工夫がなされるべきかなどの審査を行いました。

一般会計一般会計

企業会計企業会計

特別会計特別会計

②財政力指数
財政の豊かさを表す指数。１に近いほど財政に余裕があるとされる。
（令和元年度全国市町村平均：0.51）

④自主財源
市税など、市が自前で集め自由に使える財源。

⑤実質単年度収支
当該年度の決算による実質収支から前年度の実質収支を差し引いた額。

①実質収支
当該年度の歳入歳出差引額から、翌年度に繰り越すべき財源を控除し
た額。

③経常収支比率
財政構造の弾力性を表す指標。比率が高いほど臨時的に使用できる一
般財源が少なく、弾力性を失っていることを示す。（令和元年度全国
市町村平均：93.6）

用語解説

14決算特別委員会報告

令和３年度　一般会計12月補正予算概要

補正額  27億4,140万円（補正後の額  443億6,920万円）

◆子育て世帯臨時特別給付金支給事業
 14億9,700万円
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けている
子育て世帯の負担を軽減するため支給する特別給
付金に係る増額。

◆社会福祉総務事業 ７億1,200万円
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けている
住民税非課税世帯等の負担を軽減するため支給す
る特別給付金に係る増額。

◆予防接種事業 7,586万円
　新型コロナウイルス感染症に係るワクチンの接種
について、３回目接種の体制の確保に係る費用の
増額。

◆国際交流推進事業 △1,145万円
　新型コロナウイルス感染症の影響により、当初
予定していた国際交流事業（英国ウェールズへの派
遣事業）を中止としたことによる減額。

◆収入保険加入推進事業 630万円
　コロナ禍で収入が減少している農業者の経営安定
を図るため、収入保険への加入を推進する福井県
農業共済組合に対し、農業者が負担する保険料の
一部を補助するために係る所要額の増額。

◆市長・市議会議員選挙事業 1,800万円
　令和４年４月22日に任期満了を迎える市長およ
び市議会議員の選挙を執行する準備を行うために
係る所要額の計上。

主 な事業

　季
節
は
冬
、
今
年
も
昨
年
と
同

様
、
強
い
冬
型
の
気
圧
配
置
に
よ

る
影
響
で
、
日
本
海
側
を
中
心
に

大
雪
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

　一
方
、
長
い
間
、
世
界
中
を
混

乱
さ
せ
、
人
々
を
恐
怖
と
不
安
に

陥
れ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
感
染
症
は
未
だ
終
息
せ

ず
、
先
の
見
え
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　「
い
つ
ま
で
不
自
由
な
生
活
が
続

く
の
か
？
」「
終
わ
り
は
い
つ
な
の

か
？
」「
元
通
り
の
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
か
？
」
な
ど
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
不
安
の
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。

　今
を
生
き
て
い
る
私
た
ち
は
、

初
め
て
感
染
症
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
を
経
験
し
ま
し
た
。
大
変
な

時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
早
く

不
安
が
な
く
な
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
安
全
で
安
心
に
生
活
で
き
る

よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

　今
年
も
、
市
民
と
共
に
歩
む
議

会
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
東
野
）

編 
集 
後 

記

★３月定例会会期日程（予定）
 ２ 月10日（木） 10時～ 本会議（議案説明など）
　　14日（月）・15日（火） 10時～  予算特別委員会
　　24日（木）・25日（金） 10時～  本会議（一般質問）
　　28日（月） 10時～ 産業建設常任委員会
 ３ 月 １ 日（火） 10時～ 教育民生常任委員会  
　　 ２ 日（水） 10時～ 総務常任委員会
　　 ４ 日（金） 10時～ 予算特別委員会  
　　 ８ 日（火） 10時～ 本会議（委員長報告・採決など） 
※ 日程は、変更になる場合がありますので、あらかじめご了承願います。

議会を傍聴してみませんか
今 号 の 表 紙

表紙は坂井市出身（春江町）の北京オリンピック男子
スノーボードクロス選手の高原宜希さんです。

所属
敷島製パン株式会社 Pasco SSC
主な戦績
[2015年]
JSBAアマチュアランキング１位獲得
JSBA公認プロ資格獲得
[2018年]
全日本選手権大会 優勝
[2019年]
ワールドカップ（ドイツ）４位
オーストラリア・ニュージーランドカップ 優勝
[2021年]
ワールドカップ（ジョージア）７位
ワールドカップ（オーストリア）５位
ワールドカップ（イタリア）８位

たかはらよし き
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